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森

新
之
介

問
題
の
所
在

『
論
語
』
に
よ
れ
ば
、
孔
子
は
己
の
学
歴
に
つ
い
て
こ
う
語
っ
た
と
い
う
。

子
曰
、
「
吾
十
有
五
而
志
二

于
学
一、
三
十
而
立
、
四
十
而
不
レ

惑
、
五
十
而
知
二

天
命
一、
六
十
而
耳
順
、
七
十
而
従
二

心

所
一レ

欲
、
不
レ

踰
レ

矩
」
。

（
為
政
篇
第
二
）

子
曰
、
「
我
非
二

生
而
知
レ

之
者
一。
好
レ

古
、
敏
以
求
レ

之
者
也
」
。

（
述
而
篇
第
七
）

、
、

、
、
、

、
、

自
分
は
十
五
歳
で
学
に
志
し
、
卅
歳
で
立
ち
、
五
十
歳
で
天
命
を
知
り
、
六
十
歳
で
耳
が
順
い
、
七
十
歳
で
心
の
欲
す
る
所

に
従
い
矩
を
踰
え
な
い
よ
う
に
な
っ
た
。
生
ま
れ
な
が
ら
に
知
る
者
で
な
く
、
古
を
好
み
敏
以
て
求
め
る
者
だ
、
と
い
う
。

こ
れ
ら
を
信
じ
れ
ば
、
孔
子
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
知
っ
て
い
た
生
知
者
で
な
く
、
学
び
な
が
ら
漸
く
知
っ
て
い
っ
た
学
知
者

だ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
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後
漢
の
王
充
は
「
吾
十
有
五
而
志
于
学
」
章
に
言
及
し
つ
つ
、
神
人
は
学
ば
ず
し
て
知
る
が
聖
人
は
学
を
須
っ
て
聖
人

に
な
る
と
し
た
（
『
論
衡
』
実
知
篇
第
七
十
八
）
。
ま
た
中
唐
の
韓
愈
と
李
翺
は
同
章
に
つ
い
て
、
孔
子
が
五
十
歳
で
天
命
を
知

っ
た
の
は
易
を
学
び
窮
理
尽
性
し
た
か
ら
だ
と
し
て
、
や
は
り
孔
子
学
知
説
を
採
用
し
た
（
『
論
語
筆
解
』
）
。
し
か
し
こ
れ
ら

は
数
少
な
い
例
外
で
あ
り
、
東
晋
の
李
充
は
「
吾
十
有
五
而
志
于
学
」
章
を
聖
人
孔
子
が
そ
の
生
知
を
隠
し
て
凡
人
と
同
じ

く
し
、
童
蒙
を
勉
勧
し
た
も
の
と
解
釈
し
た
（
『
論
語
義
疏
』
）
。
王
玉
彬
の
言
う
如
く
「
典
型
的
〝
玄
学
〟
之
見
」
で
あ
る
隠

（
１
）

聖
同
凡
説
は
、
南
朝
梁
の
皇
侃
や
北
宋
の
邢
昺
に
も
継
承
さ
れ
（
『
論
語
義
疏
』
、
『
論
語
正
義
』
）
、
宋
初
ま
で
の
主
流
と
な
っ

た
。北

宋
以
来
の
道
学
で
は
、
程
頤
や
范
祖
禹
、
尹
焞
が
孔
子
を
生
知
者
と
し
、
張
載
と
呂
大
臨
は
孔
子
の
徳
が
実
際
に
こ

う
進
ん
だ
と
し
た
と
い
う
（
『
論
語
精
義
』
）
。
同
学
の
大
成
者
で
あ
る
南
宋
の
朱
熹
は
、
前
輩
の
諸
説
を
「
横
渠
用
二

做
レ

実

説
一、
伊
川
用
下

做
二

仮
設
一

説
上

」
と
整
理
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
（
『
朱
子
語
類
』
巻
第
廿
三
同
章
第
卅
九
条
）
。

単
純
に
『
論
語
』
所
載
の
言
か
ら
考
え
れ
ば
、
孔
子
を
学
知
者
と
す
る
こ
と
が
自
然
で
あ
り
、
孔
子
生
知
説
は
玄
学
の

残
滓
で
し
か
な
い
か
の
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
朱
熹
は
、
漢
唐
諸
儒
の
誤
り
を
正
そ
う
と
し
つ
つ
も
、
本
論
で
述
べ
る
如
く

旧
来
の
孔
子
生
知
説
を
継
承
し
た
。
本
稿
で
は
朱
熹
の
『
論
語
』
解
釈
法
な
ど
に
着
目
し
、
そ
の
孔
子
生
知
説
を
取
ら
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
理
由
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

朱
熹
と
孔
子
生
知
説

（
森
）
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第
一
項

学
而
至
聖
と
生
知

そ
も
そ
も
道
学
者
た
ち
は
、
生
知
の
聖
人
で
な
く
と
も
学
ん
で
聖
人
に
至
り
得
る
と
す
る
学
而
至
聖
論
を
共
有
し
て
い

た
。
吾
妻
重
二
の
言
う
如
く
、
こ
れ
は
「
道
学
者
す
べ
て
に
共
通
す
る
前
提
で
あ
り
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
っ
た
。
「
す
べ
て

に
」
と
い
う
の
は
、
誇
張
で
は
な
い
」。

（
２
）

た
だ
し
学
而
至
聖
論
は
、
学
ん
で
聖
人
に
至
り
得
る
と
す
る
理
論
を
裏
付
け
る
実
例
が
乏
し
い
。
程
頤
「
顔
子
所
好
何

学
論
」（
『
河
南
程
氏
文
集
』
巻
第
八
伊
川
先
生
文
四
雑
著
）
や
朱
熹
『
孟
子
集
注
』
は
、
『
孟
子
』
尽
心
章
句
上
下
に
あ
る
孟
子

の
「
堯
舜
性
レ

之
也
」
「
湯
武
反
レ

之
也
」
と
い
う
語
を
根
拠
に
、
帝
堯
帝
舜
を
生
知
の
聖
人
と
し
湯
王
武
王
を
学
知
の
聖
人

、
、
、

、
、

と
し
た
。
し
か
し
、
聖
人
に
至
ら
な
か
っ
た
孟
子
の
言
は
根
拠
と
し
て
薄
弱
で
あ
り
、
湯
王
武
王
が
学
ん
で
聖
人
に
至
っ
た

か
は
『
尚
書
』
な
ど
経
書
に
明
ら
か
で
な
い
。
李
翺
「
復
性
書
」
上
（
『
李
文
公
集
』
巻
第
二
）
や
程
頤
「
顔
子
所
好
何
学

論
」
は
、
も
し
顔
回
が
不
幸
短
命
に
死
な
な
け
れ
ば
聖
人
に
至
っ
て
い
た
と
す
る
が
、
仮
定
の
説
に
過
ぎ
な
い
。
そ
の
た
め

道
学
者
た
ち
に
は
、
孔
子
を
学
知
者
と
し
七
十
歳
の
従
心
を
聖
人
の
境
地
と
し
、
学
而
至
聖
論
の
実
例
と
し
て
利
用
す
る
だ

け
の
十
分
な
動
機
が
あ
っ
た
。

だ
が
前
述
の
如
く
、
朱
熹
は
程
頤
な
ど
の
孔
子
生
知
説
を
採
用
し
た
。
『
論
語
集
注
』
で
「
吾
十
有
五
而
志
于
学
」
章
に

つ
い
て
斯
く
述
べ
る
。
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程
子
曰
、
「
孔
子
生
而
知
レ

之
也
。
言
二

亦
由
レ

学
而
至
一、
所
三

以
勉
二

進
後
人
一

也
。
〔
…
〕
」
。
又
曰
、
「
〔
…
〕
」
。
○
胡
氏

、
、
、
、
、

、
、

曰
、
「
〔
…
〕
」
。
又
曰
、
「
聖
人
言
レ

此
、
一
以
示
下

学
者
当
二

優
游
涵
泳
一、
不
上
レ

可
二

躐
レ

等
而
進
一、
二
以
示
下

学
者
当
二

日

就
月
将
一、
不
上
レ

可
二

半
途
而
廃
一

也
」
。
愚
謂
、
聖
人
生
知
安
行
、
固
無
二

積
累
之
漸
一。
然
其
心
未
三

嘗
自
謂
二

已
至
一レ

此

、
、
、
、
、
、

、
、

、
、
、
、

也
。
是
其
日
用
之
間
、
必
有
下

独
覚
二

其
進
一、
而
人
不
レ

及
レ

知
者
上。
故
因
二

其
近
似
一

以
自
名
、
欲
二

学
者
以
レ

是
為
レ

則

而
自
勉
一。
非
三

心
実
自
聖
、
而
姑
為
二

是
退
託
一

也
。

程
子
に
よ
れ
ば
、
孔
子
が
生
知
で
あ
り
な
が
ら
学
に
よ
り
従
心
に
至
っ
た
と
言
っ
た
の
は
、
後
人
を
勉
進
さ
せ
る
た
め
だ
。

胡
寅
に
よ
れ
ば
、
聖
人
孔
子
が
こ
う
言
っ
た
の
は
、
学
ぶ
者
が
差
等
を
越
え
て
進
ん
だ
り
、
中
途
で
廃
し
た
り
し
な
い
よ
う

に
す
る
た
め
だ
。
私
が
考
え
る
に
、
聖
人
孔
子
は
生
知
だ
が
そ
れ
を
自
覚
せ
ず
、
己
の
進
歩
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
っ
た
の
だ

ろ
う
。
自
分
は
生
知
の
聖
人
だ
と
知
り
つ
つ
こ
う
言
っ
た
の
で
な
い
、
と
い
う
。

こ
こ
で
「
非
三

心
実
自
聖
、
而
姑
為
二

是
退
託
一

也
」
と
し
た
の
は
、
も
し
邢
疏
な
ど
の
よ
う
に
孔
子
が
己
の
生
知
を
隠
し

た
と
す
れ
ば
、
虚
言
で
人
を
欺
い
た
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
ろ
う
。
『
論
語
』
述
而
篇
に
あ
る
孔
子
の
「
二
三
子

以
レ

我
為
レ

隠
乎
。
吾
無
レ

隠
二

乎
爾
一

」
と
い
う
言
へ
の
註
で
、
朱
熹
は
「
聖
人
体
レ

道
無
レ

隠
」
云
々
と
い
う
呂
大
臨
の
説

を
引
い
て
い
る
。
し
か
し
、
生
知
を
自
覚
し
つ
つ
韜
晦
し
た
と
す
る
単
純
明
快
な
邢
疏
な
ど
と
比
べ
て
、
進
歩
が
あ
っ
た
の

で
な
い
が
あ
っ
た
か
の
よ
う
に
感
じ
た
と
す
る
朱
熹
の
解
釈
は
理
解
し
難
い
。

ま
た
、
「
我
非
生
而
知
之
者
」
章
へ
の
朱
註
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

生
而
知
レ

之
者
、
気
質
清
明
、
義
理
昭
著
、
不
レ

待
レ

学
而
知
也
。〔
…
〕
○
尹
氏
曰
、
「
孔
子
以
二

生
知
之
聖
一、
毎
云
レ

好
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レ

学
者
、
非
二

惟
勉
一レ

人
也
。
蓋
生
而
可
レ

知
者
、
義
理
爾
。
若
二

夫
礼
楽
名
物
、
古
今
事
変
一、
亦
必
待
レ

学
而
後
、
有
三

、
、
、
、

、
、

、
、
、

以
験
二

其
実
一

也
」
。

生
知
者
は
気
質
が
清
明
で
義
理
が
昭
著
で
、
学
ば
な
く
て
も
知
る
。
尹
焞
に
よ
れ
ば
、
孔
子
が
生
知
の
聖
人
で
あ
り
な
が
ら

事
あ
る
ご
と
に
学
を
好
む
と
言
っ
た
の
は
、
他
人
を
勉
進
さ
せ
る
た
め
だ
け
で
な
い
。
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
義
理
を
知
っ

て
い
て
も
、
礼
楽
の
名
物
や
古
今
の
事
変
に
つ
い
て
は
学
ん
で
は
じ
め
て
実
験
で
き
る
か
ら
だ
、
と
い
う
。

蟹
江
義
丸
は
「
尹
氏
が
孔
子
を
道
徳
上
の
認
識
に
就
き
て
は
生
知
な
り
と
せ
し
は
畢
竟
強
弁
に
過
ぎ
ず
」
と
酷
評
し
、

（
３
）

土
田
健
次
郎
と
垣
内
景
子
も
そ
れ
ぞ
れ
朱
熹
の
註
釈
は
「
説
得
力
が
不
十
分
」
、
「
い
さ
さ
か
詭
弁
の
感
が
否
め
な
い
」
と

（
４
）

（
５
）

し
て
い
る
。
朱
熹
は
「
吾
十
有
五
而
志
于
学
」
章
に
つ
い
て
、
門
人
に
「
此
処
亦
非
二

全
如
一レ

是
、
亦
非
二

全
無
一レ

実
」
と
も

語
っ
た
と
い
う
（
『
朱
子
語
類
』
同
章
第
卅
二
条
）
。
全
く
そ
の
よ
う
だ
っ
た
の
で
な
く
、
全
く
そ
の
よ
う
で
な
か
っ
た
の
で
も

な
い
、
と
い
う
こ
の
語
を
王
玉
彬
は
「
含
糊
之
辞
」
と
評
し
て
い
る
。

（
６
）

そ
も
そ
も
、
聖
人
の
自
覚
し
得
な
か
っ
た
心
境
を
聖
人
で
な
い
後
学
が
覚
知
し
得
た
な
ど
と
い
う
主
張
は
、
荒
唐
無
稽

で
あ
る
。
朱
熹
は
何
故
こ
の
よ
う
な
荒
唐
無
稽
の
説
を
敢
え
て
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

第
二
項

言
行
繋
年
の
困
難

結
論
を
一
部
先
取
り
し
て
言
え
ば
、
朱
熹
が
孔
子
生
知
説
を
採
用
し
た
の
は
、
も
し
こ
れ
を
採
用
し
な
け
れ
ば
儒
学
が
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破
綻
す
る
か
ら
で
あ
っ
た
ろ
う
。

『
論
語
集
注
』
冒
頭
の
「
論
語
序
説
」
は
、
『
史
記
』
孔
子
世
家
に
依
拠
し
て
孔
子
年
譜
を
略
述
し
、
そ
こ
に
言
行
の
幾

つ
か
を
繋
年
し
て
い
る
。
一
例
を
挙
げ
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

昭
公
二
十
五
年
甲
申
、
孔
子
年
三
十
五
、
而
昭
公
奔
レ

斉
、
魯
乱
。
於
レ

是
適
レ

斉
、
為
二

高
昭
子
家
臣
一、
以
通
二

乎
景

公
一

〈
有
二

聞
レ

韶
、
問
レ

政
二
事
一

〉
。

魯
の
昭
公
廿
五
年
、
孔
子
卅
五
歳
の
時
、
昭
公
が
斉
に
逃
れ
、
魯
は
乱
れ
た
。
そ
こ
で
孔
子
は
斉
に
趣
き
、
高
昭
子
の
家
臣

と
な
り
、
斉
の
景
公
と
通
じ
た
。
孔
子
が
韶
楽
を
聞
き
、
景
公
に
政
を
問
わ
れ
た
の
は
こ
の
時
の
こ
と
だ
、
と
い
う
。

も
し
孔
子
の
「
吾
十
有
五
而
志
二

于
学
一

」
云
々
の
語
を
信
じ
れ
ば
、
孔
子
は
少
な
く
と
も
六
十
九
歳
ま
で
聖
人
で
な
か

っ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
朱
熹
の
繋
年
に
従
え
ば
、
孔
子
が
韶
楽
を
聞
き
、
図
ら
ざ
り
き
楽
を
為
す
こ
と
の
斯
こ
に
至
ら

ん
と
は
と
言
っ
た
こ
と
（
『
論
語
』
述
而
篇
）
と
、
景
公
に
政
を
問
わ
れ
、
君
君
た
り
臣
臣
た
り
父
父
た
り
子
子
た
り
と
答
え

た
こ
と
（
同
前
顔
淵
篇
第
十
二
）
は
、
未
だ
不
惑
に
も
至
ら
ず
惑
っ
て
い
た
時
の
言
行
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
『
史

記
』
仲
尼
弟
子
列
伝
に
よ
れ
ば
顔
回
は
孔
子
五
十
九
歳
の
時
に
死
ん
だ
と
い
う
た
め
、
孔
子
の
顔
回
へ
の
教
え
は
す
べ
て
未

だ
耳
順
に
至
ら
な
い
時
の
も
の
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
で
は
絶
対
に
正
し
い
言
行
だ
っ
た
と
断
言
し
得
な
い
。

も
し
孔
子
の
特
定
少
数
の
言
行
が
確
実
に
六
十
九
歳
以
前
の
も
の
だ
と
い
う
だ
け
の
こ
と
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
ら
を
除
外

す
れ
ば
よ
く
、
問
題
は
さ
ほ
ど
大
き
く
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
孔
子
の
言
行
の
殆
ん
ど
は
、
何
歳
の
時
の
も
の
か
全

く
明
ら
か
で
な
い
。
例
え
ば
、
『
論
語
』
冒
頭
の
「
学
而
時
習
レ

之
、
不
二

亦
説
一

乎
。
有
下

朋
自
二

遠
方
一

来
上、
不
二

亦
楽
一

乎
。
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人
不
レ

知
而
不
レ

慍
、
不
二

亦
君
子
一

乎
」
と
い
う
語
が
、
孔
子
何
歳
の
時
の
も
の
か
を
考
証
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。

朱
熹
は
「
論
語
序
説
」
で
、
『
論
語
』
の
憲
問
篇
第
十
四
「
莫
我
知
也
夫
」
章
と
同
篇
「
陳
成
子
弑
簡
公
」
章
は
哀
公
十
四

年
、
孔
子
七
十
一
歳
の
時
の
も
の
だ
と
す
る
。
逆
に
言
え
ば
、
『
論
語
』
に
あ
る
孔
子
の
言
行
で
従
心
以
後
と
比
定
で
き
る

も
の
は
こ
の
二
章
と
「
吾
十
有
五
而
志
于
学
」
章
く
ら
い
し
か
な
く
、
そ
れ
以
外
は
す
べ
て
耳
順
以
前
と
時
期
不
明
の
何
れ

か
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

問
題
は
『
論
語
』
解
釈
の
如
何
に
止
ま
ら
な
い
。
『
春
秋
』
は
獲
麟
が
あ
っ
た
同
年
、
七
十
一
歳
の
孔
子
が
作
っ
た
も
の

だ
と
さ
れ
る
た
め
よ
い
と
し
て
も
、
朱
熹
は
「
論
語
序
説
」
で
、
孔
子
が
書
伝
礼
記
を
叙
し
詩
を
刪
り
楽
を
正
し
、
易
の
彖
、

繋
、
象
、
説
卦
、
文
言
を
序
し
た
と
い
う
一
連
の
作
業
を
、
哀
公
十
一
年
の
六
十
八
歳
時
以
降
の
こ
と
と
す
る
。
孔
子
の
刪

詩
な
ど
は
六
十
八
、
九
歳
の
時
の
こ
と
か
も
知
れ
な
い
た
め
、
も
し
孔
子
生
知
説
を
採
用
し
な
け
れ
ば
『
詩
』
『
書
』
な
ど

が
聖
人
の
遺
し
た
経
書
と
言
い
得
る
か
も
疑
わ
し
く
な
り
、
儒
学
が
破
綻
す
る
。

こ
れ
ら
の
問
題
を
朱
熹
が
察
知
し
て
い
な
か
っ
た
と
は
考
え
難
い
。
自
ら
程
顥
程
頤
の
語
録
遺
文
を
編
ん
だ
朱
熹
は
、

二
程
語
録
の
経
書
解
釈
に
あ
る
不
審
箇
所
に
つ
い
て
「
或
是
時
有
二

先
後
一

」
「
或
是
未
定
之
論
」
と
述
べ
、
早
年
未
定
の
論

の
混
入
を
疑
う
。
土
田
の
言
う
如
く
、
朱
熹
は
当
時
道
学
で
盛
ん
に
作
ら
れ
て
い
た
「
語
録
の
魅
力
と
と
も
に
危
う
さ
を
熟

（
７
）

知
し
て
い
た
」
。
そ
し
て
『
朱
子
語
類
』
に
次
の
語
が
あ
る
。

（
８
）

夫
子
所
二

自
作
一

者
『
春
秋
』
而
已
。
『
論
語
』
亦
門
人
所
レ

記
也
。
謂
下

「
学
二

夫
子
一

者
只
当
レ

看
二

『
春
秋
』
一、
不
上
レ

当
レ

看
二

『
論
語
』
一

」
、
可
乎
。

（
巻
第
百
一
尹
彦
明
第
十
四
条
）
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孔
子
の
自
著
は
『
春
秋
』
だ
け
で
、
『
論
語
』
は
門
人
の
記
し
た
も
の
だ
。
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
孔
子
を
学
ぶ
者
は
『
春

秋
』
だ
け
を
読
む
べ
き
で
『
論
語
』
を
読
む
べ
き
で
な
い
、
な
ど
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
か
、
と
。
朱
熹
は
、
門
人
の

記
録
と
さ
れ
る
『
論
語
』
が
孔
子
の
自
著
と
さ
れ
る
『
春
秋
』
ほ
ど
に
信
憑
で
き
な
い
こ
と
を
理
解
し
て
い
た
が
、
だ
か
ら

と
言
っ
て
孔
子
の
道
を
学
ぶ
た
め
に
は
『
論
語
』
を
読
ま
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
も
当
然
理
解
し
て
い
た
。

そ
し
て
『
論
語
』
を
読
む
と
は
、
私
意
に
よ
り
一
部
だ
け
を
聖
人
の
言
行
と
し
て
選
び
出
し
、
そ
れ
以
外
を
捨
て
去
る

と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
繋
年
で
き
な
い
言
行
も
す
べ
て
聖
人
の
そ
れ
と
し
て
解
釈
す
る
た
め
に
は
、
孔
子
は

生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
聖
人
だ
っ
た
と
強
弁
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

結
語

以
上
本
論
で
は
、
朱
熹
と
孔
子
生
知
説
に
つ
い
て
分
析
し
た
。

『
論
語
』
で
孔
子
は
自
ら
生
知
者
で
な
い
と
称
し
て
い
る
が
、
古
来
生
知
者
と
し
て
解
釈
さ
れ
る
こ
と
が
主
流
だ
っ
た
。

南
宋
の
朱
熹
が
孔
子
生
知
説
を
強
弁
し
た
の
は
恐
ら
く
、
そ
う
し
な
け
れ
ば
孔
子
の
言
行
の
殆
ん
ど
は
聖
人
の
も
の
と
し
て

解
釈
す
る
こ
と
が
不
可
能
ま
た
は
困
難
と
な
り
、
儒
学
が
破
綻
す
る
か
ら
で
あ
っ
た
ろ
う
。
宋
代
に
盛
行
し
て
い
た
語
録
の

危
険
を
十
分
認
識
し
て
い
た
朱
熹
は
、
厳
密
な
語
録
解
釈
法
を
『
論
語
』
に
適
用
す
る
こ
と
の
危
険
も
ま
た
認
識
し
て
い
た

に
違
い
な
い
。
朱
熹
に
と
っ
て
そ
の
危
険
を
解
消
す
る
た
め
の
も
の
が
、
孔
子
生
知
説
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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註本
稿
で
用
い
た
史
料
の
書
誌
は
以
下
の
如
し
。
引
用
で
は
適
宜
字
体
と
句
読
を
改
め
、
訓
点
や
傍
点
、
括
弧
を
付
し
、
改
行
を
省
い
た
。

『
朱
子
語
類
』
、
『
朱
子
文
集
』
、
『
孟
子
』
、
『
論
語
』
、
『
論
語
集
注
』
…
朱
子
全
書
（
上
海
古
籍
出
版
社
）
。

（

）
王
玉
彬
「
聖
凡
之
間
：
孔
子
的
生
命
境
界
問
題
及
其
展
開

―
以
〝
十
有
五
而
志
于
学
〟
章
的
詮
釈
史
為
中
心

―
」
、
『
哲
学
動

1
態
』
２
０
１
８
‐
一
〇
、
五
二
頁
。
「
吾
十
有
五
而
志
于
学
」
章
の
解
釈
史
に
つ
い
て
は
同
稿
参
照
。

（

）
吾
妻
重
二
「
道
学
の
聖
人
概
念

―
そ
の
歴
史
的
位
相

―
」（
第
二
部
第
一
篇
第
一
章
、
初
出
２
０
０
０
）
、『
朱
子
学
の
新
研
究
』、

2
創
文
社
、
２
０
０
４
、
一
五
一
頁
。
学
而
至
聖
論
に
つ
い
て
は
同
稿
参
照
。「
聖
人
可
学
論
」
と
い
う
呼
称
が
普
及
し
て
い
る
が
、
近
藤

正
則
の
聖
人
可
学
と
聖
人
可
学
而
至
は
必
ず
し
も
同
義
で
な
い
と
い
う
指
摘
（
「
「
聖
人
学
ん
で
至
る
可
し
」
の
根
底
に
あ
る
も
の

―
程
伊
川
の
思
惟
様
式
に
お
け
る
「
対
」
の
特
質

―
」
、
『
日
本
中
国
学
会
報
』
五
四
、
２
０
０
２
、
一
六
八
頁
）
に
従
い
、
本

稿
で
は
「
学
而
至
聖
論
」
と
称
す
る
。

（

）
蟹
江
義
丸
『
孔
子
研
究
』
、
金
港
堂
書
籍
、
１
９
０
４
、
二
一
六
頁
。

3
（

）
土
田
健
次
郎
『
朱
熹
の
思
想
体
系
』
、
汲
古
書
院
、
２
０
１
９
、
四
〇
頁
。

4
（

）
垣
内
景
子
『
朱
子
学
入
門
』
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
２
０
１
５
、
二
〇
〇
頁
。

5
（

）
王
玉
彬
「
聖
凡
之
間
：
孔
子
的
生
命
境
界
問
題
及
其
展
開
」
（
前
掲
）
、
五
三
頁
。

6
（

）
朱
熹
「
答
石
子
重
」
十
一
（
『
朱
子
文
集
』
巻
第
四
十
二
）
、
『
朱
子
語
類
』
巻
第
九
十
七
程
子
之
書
三
第
十
四
条
。
な
お
、
朱
熹
は

7
記
録
者
の
曲
解
誤
録
も
大
い
に
疑
う
。

（

）
土
田
健
次
郎
「
道
学
資
料
の
独
自
性
」
（
序
章
第
二
節
第
二
項
、
初
出
２
０
０
０
）
、
『
道
学
の
形
成
』
、
創
文
社
、
２
０
０
２
、
二

8
二
頁
。

付
記

本
年
三
月
、
土
田
健
次
郎
教
授
が
早
稲
田
大
学
を
定
年
退
職
す
る
。
本
稿
を
そ
の
机
下
に
謹
呈
し
、
玉
斧
を
乞
う
と
と
も
に
学
恩

の
万
一
に
報
い
た
い
。


